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降水 ・降雪中に含まれ る ブラ ッ クカ ーボ ン粒子 の 測定法の 改良

　　　　　
＊

森樹大、大畑祥、茂木信宏、近藤豊 （東大院 ・理）

1．は じめに

　太陽光を効率よく吸収する黒色炭素粒子 （以下、ブ

ラ ッ クカ
ーボ ン （BC ））は、雪氷面に沈着すると地表面

ア ル ベ ドを下げ、気候に強い 影響を与える。降水 ・積

雪中に含まれ る BC の粒径 分布や質量濃度の 測定は 、

そ の よ うな気候影響の 理解に非常に有用で ある。さ

らに、BC の 空間分布 の 支配要因 の 1つ である BC の

湿性除去過程を定量的に理解するためにも、それ ら

の測定は非常に有用 で あ る。 従来、水中に含まれ る

BC の粒径分布や濃度は 、超音波式ネブ ライザー

（USN ）とレ ーザー誘起白熱法 に よる BC 測定器

（SP2）を組み合わせ た シ ス テ ム によ っ て測定され て

い た D が、USN の粒子抽出効率の粒径依存陸が大き

い Pt ことか ら、この測定法に大きな不確か さが生 じ

て い た 。 さらに 、 1um 以上の BC が積雪中に存在す

るこ とが報告 されて い る 3）が、既存の SP2 の測定範

ve　
一
（70− 850   ）では 、 ミク ロ ンサイズ の BC を定

量する こ とができなか っ た。 そこ で本研究で は、粒子

抽出効率の粒径依存性が低い 粒子化装置 と BC 検出

可能粒径範囲を拡張 した SP2 を組み合わせ る こ とで 、

水中に含まれ る ミ ク ロ ン サイ ズ の BC も測定で きる

新たな測定法を確立 させ た。こ の 測定法を用い て東

京と沖縄で捕集 した夏季の 降水試料の 分析を行なっ

た。

2 ．粒子化装置の粒子抽出効率

　単分散 の PSL （ポリス チ レ ン ラテ ッ ク ス 粒子懸濁

液）の 個数濃度を実験的に求め 、そ の 懸 濁 液 を

Marin・5 に導入 し、 粒子化後の PSL 粒子 の 個数濃度

を粒子計測器 で測定する こ とで Ma 血
・5 の粒子抽出

効率を決 定した 。 懸濁液中の PSI．の個数濃度は、PSL

粒子の懸濁液に 532 皿 1 の レーザー光を照射 し、そ

の減衰率を測定する こ とで決定 した 。
PSL 粒子 の 直

径は 202 〜 5000  の 12種類で ある。全て の PSL

粒子 を用い て決定 した粒子化効率は 、 200 − 2000 

の範囲におい て 50± 10 ％ で あり、 粒子を安定して 且

つ
、 非常に高い効率で抽出で きる こ とを示 した。

3 ．SP2 の改良

　SP2 には白熱光 と散乱光を検出す る検出器がそれ

ぞれ 2 っ ずっ ある。1um 以上 の BC を定量するた

め、1 つ の 散乱光検出器を 白熱光検出器に変更 し、 さ

らにそ の 検出器 の 感度を下 げる こ とによ り、従来よ

りも遥かに広 い検出範囲 （75 〜4000nm ）まで測定

を可能に した。改造後の SP2 の評価 を行なうため 、

SP2 と改造後の SP2 を用い て、大気中の BC の 濃度

と粒径分布 の 同時測定を行なっ た。両者の粒径分布

はよ く
一

致し、さらに 75− 900   の糊 における

質量濃度は 5％以内で
一致した 。 詳細な改造点に っ い

て は学会に て発表す る。

4． 改良した測定法を用い た降水試料 の 分析

　新た に 導入 し た測定シ ス テ ム を用い て 、夏季に捕

集 した東京 と沖縄の 降水試料を分析 した。大気中と

降水中の BC の粒径分布を比較した ところ、降水中

の BC の粒径分布は大気中よりも大きく、粒径の 大

きな BC ほ ど湿性除去 を受けやすい こ とがわか っ た e

　次に 、 東京と沖縄で捕集した降水試料中の BC の

質量中央径は、それぞれ 300　mn ，　190　nm で あ り、東

京で の降水試料中の BC の 粒径が沖縄よ りも大きい

こ とがわか っ た。 これは 、東京で発生 した BC は被覆

が薄 く、紋径が大きくない と雲凝結核 として 作用 し

ない ためだと考え られ る。
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